
第１日目（１１月２９日・土）  

時 刻 行 事 場 所 

１２：３０ 京都・六孫王神社で受付 京都市南区八条町 

１３：００ 総会開催  

１４：００ 
『近世京都の地図にみる歴史の流れ』 

講師 山名年浩氏 
 

１５：３０ 六孫王神社参拝・記念撮影  

１６：３０ 宿舎へ移動 バス移動 

 太子温泉着 大阪府南河内郡太子町 

１８：３０ 懇親会  

第２日目（１１月３０日・日）  

時 刻 行 事 場 所 

８：１０ 聖徳太子陵参拝・散策 大阪府南河内郡太子町 

９：３０ 壺井八幡宮参拝（源氏三代御廟等） 羽曳野市壺井 

 大阪市周辺で１箇所見学  

１２：３０ 「がんこ宝塚苑」で昼食  

１４：２０ 多田神社参拝 川西市多田院多田所町 

１６：００ 新大阪で解散（ＪＲ利用者）  

１６：３０ 京都で解散（自家用車の方）  

今
回
で
21
回
と
な
る
山
名
会
総
会
は

『
山
名
氏
の
源
流
を
巡
る
』
と
し
て
、
源

氏
三
社
（
六
孫
王
・
多
田
・
壺
井
）
を
中

心
と
し
た
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

山
名
会
も
代
替
わ
り
や
新
会
員
様
入
会

で
、
会
員
の
顔
ぶ
れ
も
随
分
若
返
っ
て
？

居
り
ま
す
。

若
年
の
会
員
に
と
っ
て
は
「
山
名
氏
も

清
和
源
氏
の
流
れ
」
と
頭
で
は
分
か
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
清
和
源
氏
の
裾
野
が
広

い
だ
け
に
、
そ
の
分
、
山
名
と
の
関
わ
り

が
余
り
感
じ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
有
り
ま

す
。
ま
た
、
戦
後
の
教
育
を
受
け
て
育
っ

て
来
た
者
（
事
務
局
も
含
め
）
に
と
っ
て

は
、
い
い
加
減
な
歴
史
教
育
の
影
響
も
有

り
、
そ
も
そ
も
「
清
和
源
氏
と
は
？
」
と

言
う
と
こ
ろ
か
ら
し
て
分
か
っ
た
よ
う
で
、

自
信
が
無
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
総
会
で
は
山
名
氏
の
出
発
点
で

あ
る
清
和
源
氏
～
河
内
源
氏
～
新
田
氏
～

山
名
氏
へ
と
繋
が
る
流
れ
を
、
そ
の
所
縁

の
地
を
訪
ね
、
土
地
の
雰
囲
気
を
味
わ
い

つ
つ
、
実
感
出
来
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

ベ
テ
ラ
ン
会
員
皆
様
に
と
っ
て
は
、

「
そ
ん
な
基
本
的
な
こ
と･･･

」
と
、
思
わ

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
若
年

会
員
を
薫
導
し
て
頂
く
意
味
で
も
、
ご
参

加
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
程
に
つ
い
て

総
会
の
予
定
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左

記
の
日
程
表
及
び
、
「
総
会
ご
案
内
状
」

に
掲
載
し
て
い
る
と
お
り
で
御
座
い
ま
す
。

開
催
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
し
遅
め
の

予
定
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
理
解
お
願
い

致
し
ま
す
。

ゆ
く
秋
の
名
残
を
惜
し
ん
で
、
河
内
の

秘
湯
に
浸
か
り
つ
つ
、
皆
様
と
共
に
遠
祖

の
足
跡
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
い
と
願
っ
て

居
り
ま
す
。

移
動
等
ご
留
意
点

尚
、
１
泊
２
日
の
日
程
で
、
六
孫
王
神

社
（
京
都
）
・
壺
井
八
幡
宮
（
羽
曳
野
）
・

多
田
神
社
（
川
西
）
の
各
地
を
巡
り
ま
す

の
で
、
全
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

＊
集
合
場
所
の
六
孫
王
神
社
に
集
合
後
、

以
降
の
移
動
は
観
光
バ
ス
に
て
全
体
で

移
動
し
ま
す
。
（
ご
事
情
の
あ
る
方
は

自
家
用
車
で
移
動
可
）

＊
自
家
用
車
で
集
合
地
の
京
都
ま
で
お
越

し
の
方
は
、
事
務
局
が
準
備
す
る
駐
車

場
に
お
止
め
く
だ
さ
い
。

＊
第
２
日
目
夕
刻
。
新
大
阪
で
JR
利
用
者

解
散
。
そ
の
後
、
京
都
ま
で
戻
り
自
家

用
車
利
用
者
解
散
。

＊
脚
に
自
信
が
無
い
方
で
、
車
椅
子
の
準

備
が
必
要
な
方
は
、
申
込
ハ
ガ
キ
に
そ

の
旨
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
ご
要
望
ご
希
望
等
が
御
座
い
ま

し
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。
出
来
る
範
囲
で

対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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去
る
５
月
13
日
の
理
事
会
で
ご
提
案
頂
き
ま
し
た
内
容
を
元
に
、
「
Ｈ
26
年
総
会
」
の
計
画
を
立
案

致
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
源
氏
三
社
（
六
孫
王
・
多
田
・
壺
井
神
社
）
」
を
中
心
に
、
〈
山
名
氏
源
流
巡

り
〉
の
企
画
で
す
。
会
員
諸
氏
の
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
26
年
総
会
の
開
催
計
画

六孫王会館３階のホール（総会会場）
エレベーターが無いのが少し難だが、窓越しには東

寺をはじめ京風景が展望出来る。一見の価値あり。

昨
年
２
０
０
部
作
成
し
ま
し
た
「
山

名
第
５
号
」
で
す
が
、
山
名
会
会
員
以

外
で
求
め
ら
れ
る
方
も
結
構
居
ら
れ
、

残
数
が
数
冊
程
度

と
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
多
め
に
印

刷
し
て
お
け
ば
良

か
っ
た
と
反
省
し

て
い
ま
す
。
本
年

発
行
し
ま
す
６
号
は
冊
数
を
２
倍
の
４

０
０
冊
で
考
え
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
会
員
諸
氏
に
は
会
誌

「
山
名
」
へ
の
ご
寄
稿
を
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寄
稿
テ
ー
マ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特

段
限
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
「
山
名

氏
」
・
「
山
名
会
」
に
関
す
る
こ
と
で

ご
自
由
に
文
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
既

に
幾
人
の
方
々
か
ら
貴
重
な
資
料
・
文

書
を
頂
い
て
居
り
ま
す
が
冊
子
を
編
集

す
る
程
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

＊
山
名
氏
に
対
す
る
歴
史
考
察
。

＊
各
家
に
語
り
継
が
れ
た
伝
承
。

＊
山
名
会
に
期
待
す
る
こ
と
。

＊
Ｈ
25
年
総
会
の
感
想
…
、

気
軽
に
投
稿
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会

誌

「
山
名
」
第
６
号
へ
の

ご

寄

稿

お

願

い



総
会
で
参
拝
・
見
学
を
さ
せ
て
頂
く
先

を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

六
孫
王
神
社

ろ
く

そ
ん

の
う

源
経
基
（
つ
ね
も
と
）
公
を
祭
神
と
す

る
。
経
基
は

清
和
天
皇
の

第
六
皇
子
貞

純
親
王
の
子

で
あ
る
こ
と

か
ら
「
六
孫

王
」
と
呼
ば

れ
た
。
嫡
子

で
、
当
社
を

創
建
し
た
源

満
仲
が
清
和

源
氏
の
武
士

団
を
形
成
し
た
こ
と
か
ら
、
「
清
和
源
氏

発
祥
の
宮
」
と
言
う
。
社
地
は
、
源
経
基

の
邸
宅
「
八
条
亭
」
の
跡
地
で
あ
る
。

年
次
総
会
と
歴
史
講
演
は
六
孫
王
神
社

の
会
館
（
３
Ｆ
ホ
ー
ル
）
を
使
用
さ
せ
て

頂
き
、
そ
の
後
参
拝
を
さ
せ
て
頂
く
予
定
。

多
田
神
社

清
和
源
氏
武
士
団
発
祥
の
地
で
あ
り
、

猪
名
川
に
面
し
た
こ
の
地
に
居
城
を
構
え

た
源
満
仲
に
よ
っ
て
天
禄
元
年
、
多
田
院

（
寺
院
）
と
し
て
建
立
さ
れ
る
。
明
治
の

神
仏
分
離
の
際
に
神
社
と
な
っ
た
。

多
田
神
社
は
清
和
源
氏
の
霊
廟
と
し
て
、

源
満
仲
、
源
頼
光
、
源
頼
信
、
源
頼
義
、

源
義
家
を
祀
る
。
源
氏
の
流
れ
を
汲
む
足

利
氏
や
、
源

氏
を
称
し
た

徳
川
氏
も
、

多
田
神
社
を

源
氏
霊
廟
と

認
め
て
お
り
、

歴
代
将
軍
の

遺
骨
を
多
田

神
社
に
分
骨

し
て
い
る
。

現
在
の
社
殿

は
、
寛
文
年

間
に
徳
川
家
綱
が
再
建
し
た
も
の
。

尚
、
多
田
神
社
に
は
清
和
源
氏
同
族
会

が
あ
り
、
清
和
源
氏
末
裔
の
結
束
と
繁
栄

を
願
う
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
山
名
会

の
会
員
に
も
同
会
所
属
の
方
も
あ
る
。

壺
井
八
幡
宮

つ
ぼ

い

羽
曳
野
一
帯
は
河
内
源
氏
の
本
拠
地
で
、

源
頼
信
が
河
内
国
国
司
に
任
じ
ら
れ
て
以

降
、
頼
信
・
頼
義
・
義
家
の
３
代
に
わ
た
っ

て
当
地
に
居
住
し
、
河
内
源
氏
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

源
頼
義
が
、
私
邸
の
東
側
に
社
殿
を
造

営
し
、
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し
た
の
が

始
り
で
あ
る
。

平
成
初
頭
の

大
改
修
に
際

し
て
は
、
多

く
の
山
名
会

員
も
こ
の
事

業
に
関
わ
っ

た
。

５
０
０
メ
ー

ト
ル
程
離
れ

た
通
法
寺
跡

や
付
近
の
山

中
に
頼
信
・

頼
義
・
義
家

の
御
廟
が
点

在
す
る
。

（
今
回
は
時

間
の
関
係
で

３
カ
所
と
も

全
部
巡
る
の

は
今
回
無
理

か
と
思
え
ま

す
。
そ
の
点

ご
了
解
願
い

ま
す
）

聖
徳
太
子
御
廟
（
叡
福
寺
）

叡
福
寺
に
は
、
聖
徳
太
子
と
そ
の
母(

用

明
天
皇
皇
后)

、
太
子
の
妃
が
眠
っ
て
い
る

と
さ
れ
て
い
る
。
聖
徳
太
子
は
生
前
、
こ

の
地
を
墓
所
と
定
め
、
母
が
没
す
る
と
こ

こ
に
葬
り
、

翌
年
、
没
し

た
聖
徳
太
子

と
妃
が
追
葬

さ
れ
た
。

太
子
の
没
後
、

伯
母
に
あ
た

る
推
古
天
皇

が
土
地
建
物

を
寄
進
し
、

墓
守
り
の
住

む
堂
を
建
て

た
の
が
叡
福
寺
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

聖
徳
太
子
は
『
日
本
仏
教
の
祖
』
と
す

る
考
え
も
あ
り
、
空
海
、
親
鸞
、
日
蓮
な

ど
も
こ
の
寺
に
参
籠
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る

山
名
氏
と
は
直
接
に
か
か
わ
り
は
有
り

ま
せ
ん
が
、
近
隣
で
も
有
り
参
拝
し
ま
す
。

太
子
温
泉

「
聖
徳
太
子
め
ぐ
み
の
湯
」
と
し
て
、

昭
和
60
年
代
に
開
湯
。
壺
井
八
幡
宮
・
叡

福
寺
に
近
く
、

１
０
０
％
源

泉
掛
け
流
し

の
お
湯
に
は

定
評
が
あ
る
。

華
や
か
な

温
泉
地
の
有

名
旅
館
で
は

で
は
無
い
が
、

二
上
山
を
臨

む
万
葉
の
郷

で
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
一
時
が
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。
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Ｈ
26
総
会

訪

問

先

の

ご

紹

介

六 孫 王 神 社

多 田 神 社壺 井 八 幡 宮

源頼義公御廟

聖

徳

太

子

御

廟

太 子 温 泉


